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主要ナル文獻

第1章　 緒 論

恒温動物 ニ於 テ體温調節 ガ其 ノ生活現象 ニ向 ヒ重大 ナル意義 テ有 スルハ今更贅 言ヲ要 セザル

トコロニ シテ,其 ノ生理 竝 ニ病理 ニ關 シテハ吉來多數 ノ學者 ニ ヨ リテ實驗 的竝 ニ臨牀的 ニ研索

サ レ其 ノ業 績 ハ枚擧 ニ遑 アラズ ト雖 モ,今 日未 グ全 ク餘蘊 ナキ程度 ニ達 シタ リ ト言 フ コ ト能 ハ

ズ.就 中,發 熱 ハ顯 著 ナル症 状 ニ シテ既 ニ古 クヨ リセラ レタル現 象 ナル モ,其 ノ微細 ニ至 ツテ

ハ現 今爾ホ不明 ナル點尠 シ トセズ.殊 ニ各種疾 患時 ニ於 テ稽留,弛 張等 ノ種 々 ナル熱型 テ呈 シ,

又 同一疾患 時 ニ於 テモ或 ハ個 人 ニヨ リ或 ハ經過 ニ随 ヒテ發熱 ノ高低 及 ビ持續 ノー様 ナ ラザルハ

臨牀上熟知 ノ事實ナルモ,之 ガ成 因 ニ至 ツテハ未 ダ殆 ド全 ク不明 ト言 フモ敢 テ過言 ナ ラズ.嘗

テFriedberger u. Mita1), Schittenhelm u. Weichardt2)及 ビLeschke3)氏 等 ハ過敏症状態

ニアル個體 ニ異種蛋 白 テ注入 シ,其 ノ際 異種蛋 白 ノ分 量及 ビ注射 時間 テ適當 ニ變化 ス レバ随意

ニ種 々 ノ熱型 テ作 リ得 ル コ トヲ證明 セシモ, Friedberger氏 ノ所 謂Anaphylatozinノ ミテ

以 テハ複雑 ナル熱型 ノ諸相 テ説明 シ得ザル コ トハ同氏 ノ共同研究者 三田教授4)モ 述 ベ ラ レタル

トコロニ シテ,之 ガ解決 ニハ更 ニ幾幾 ノ研究 テ侯 ツモノナ リ.

飜 ツテ惟 フニ網状織内被細胞系 ノ機能ニ關スル研究ハ殊ニ最近10年 間 ニ異常ナル進歩ヲ遂ゲ,本 系統ガ

生體内ニ於テ重要ナル位置ヲ占ムル特殊細胞群タルコトハ現今諸學者 ノ齊 シク承認セルトコロナリ.而 シ

テ本系統 ノ重要ナル生理的機能 トンテ認 メラルルモノノ中重要ナルモノヲ擧グレパ,(1)異 物攝取,(2)赤

血球新生及ビ破壊,(3)免 疫體産生,(4)酵 素形成,(5)膽 計色素産生,(6)無 機質新陳代謝,(7)三 養素
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2338 三谷登,日 下連,原 田要一

新陳代謝 トノ關係ナルべシ.即 チ本系統ハ細菌或ハ其ノ毒素等ガ生體内ニ侵入ス レバ第1線 ニ立チテ之ヲ

攝取食喰シ以テ生體ヲ防禦スベク，從 ツテ綱状織内被細胞系ノ機能状態如何ガ細菌或ハ共 ノ毒素等 ノ體内

侵入ニヨリテ惹起セラルル發熟現象ニ對シテ一定 ノ影響ヲ與 フべキハ敢テ想像 ニ難カラズ.又 生體内新陳

代謝ニ關與セル諸内分泌臟器,就 中,甲 状腺,副 腎等ガ體温調節竝ニ發熱機構 ニ對 ンテ一定 ノ關係ヲ有スル

コトハ否定シ得ザル事實ナリ5).網 状織内被細胞系 モ亦生體内新陳代謝ニ密接ナル關係ヲ有シ,而 モ從來ノ

諸家ノ成績 ヲ綜合スルニ本系統ハ體内諸新陳代謝 ノ調節器官 ト見做スベキヲ至當 トスルノ感深シ.カ カル

見地ヨリシテモ亦網状織内被細胞系ガ叙 上ノ内分泌臓器 ト同様ナル意味ニ於テ又體温調節殊ニ發熱機構ニ

向ヒ一定 ノ意義ヲ有スルモノト想像スルモ敢テ不當 ノコトニ非ズ ト信ズ.

斯 クノ如ク網状織内被細胞系 ノ機能ガ發熟機構ニ對 シ一定 ノ關係ヲ有スべキコトハ容易ニ想到 シ得ルニ

モ拘ラズ,余 等ノ寡聞未ダ此方面ニ關スル研索 ノ行ハ レタルモノアルヲ知ラズ.只Peteisen and Muller6)

兩氏 ガ"The splanchinoperipheral balance during chill and fever"ナ ル論論文中ニ於テ自律神經系 ノ刺

戟ハ綱状織内被細胞系 ノ媒介ニヨリテ行ハルルモノナルべシト論述シ,又最近今村7)氏 ガ所謂異物熱ニ就テ

研究シソレト睥臓 トノ間ニ一定ノ關係アルヲ證明セラレタルヲ見ルノミナ リ.

茲 ニ於 テ余等 ハ恩師柿沼教授 御指 導 ノ下 ニ本研究 ニ着手 シ略 ボ一定 ノ成績 テ得 タル テ以テ,

爰 ニ其 ノ結 果 テ發表 シ柳 力卑見 テ述 ベ ント欲 ス.

第2章　 實驗材料及ビ實驗方法

實驗動物 トシテハ體重2000g前 後 ノ強壮ナル成熟家兎ヲ用ヒ,總 テ1週 日間以上一定量ノ豆腐粕ヲ以テ

飼養シタル後實驗ニ供セリ.實 驗中家兎ハ常ニ自由位ニ置キ,體 温ハ動物用檢温器ヲ直腸内ニ5-6cm挿 入

シ常 ニ一定時間ヲ經 タル後之ヲ測定セ リ.尚 ホ檢温時ニハ共 ノ腰部及 ビ尾根部ヲ掴 ミテ後肢ヲ床上ヨリ少

許擧上スルトキハ比較的安静ヲ保チツツ測定スルヲ得 タリ.

元來家兎ハ體温調節不完全ニシテ外氣温 ノ影響ニヨリテ容易ニ體温 ノ動揺ヲ來シ,殊 ニ夏季炎暑時(30℃

以上)ニ ハ普通體温40℃ 前後ヲ示スモノニシテ,カ カル時期ニ發熱試驗ヲ行 フハ勿論不適當ナルヲ以テ本

實驗ハ總テ春秋ノ期(室 温18-25℃)ヲ 澤 ビテ行 ヒ,且 實驗當日ハ室温 ノ動揺ヲ可及的少ナカラシムル様注

意セリ.

本實驗ニ於テハ余等ハ綱状織内被細胞系 ノ機能ヲ減弱セシメテ諸種ノ發熟操作ヲ施 シ共 ノ影響ヲ觀察セ

ント欲シタリ.從 來網状織内被細胞系ノ機能失調ヲ惹起セ ンガタメニ應用サレシ方法ニハ動物ニ諸種ノ膠

様物質 ヲ注射 シテ之ヲ本系統ニ屬スル細胞群 ニ攝取飽食セシムル所謂填塞法(Blookierung)ア リ,或 ハ本

系統 ニ屬 スル細胞 ノ數量的減少ヲ來サシムベク脾剔出 ヲ行フカ,又ハ兩者ヲ併用スル法等ア リ.此 内填塞法

ナルモノハ既ニAschoff8)氏 モ論述セルガ如ク注入物質 ノ性質,分 量及ビ時期,又 該細胞系 ノ状態等ガ重大ナ

ル關係ヲ有スルモノニシテ,之 等ノ關係如何ニヨリテ該系統機能ハ或ハ刺戟セラレ或ハ麻痺ヲ來スモノナ

リ.又 脾臓別出後 ニハ清野9),得 能10)氏等 ハ網状織内被細胞系 ノ機能バ一時的ニ抑制 セラルト説クモ,三 輪

今村7)氏 等ハ逆 ニ機能亢進 ヲ來ス ト論ズ,而 シテ兩者ヲ併用セシ場合ニハ本細胞系統ノ機能減弱ヲ來スべキ

ハBieling11),小 林及ビ鹽津12), Siegmund13),尼 子14)氏等 ノ實験成績ヨリ之ヲ窺知シ得ルヲ以テ,余 等ハ此

併用試驗ヲ用ヒ其ノ方法ハ大略教室藤田15)氏ノ行ヒシ方法ニ據レ リ.即 チ家兎ニ脾臟別出ヲ行ヒ,翌 日ヨリ
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毎 日3日 間 ニ亙 リElectrargol (Clin)體 重pro Kg 4c0宛 静脉 内 ニ注 射 セ リ.

發 熱 操 作 トシテ ハ 「チ フ ス ワ クチ ン」,生 大腸 菌,「 テ ル ミ ン」等 ヲ用 ヒ タル ガ,共 ノ詳 細 ニ關 シテ ハ 後 畠各

節 ニ於 テ 述 ブ ベ シ.

第3章　 實 驗 成 績

第1節　 「チブスワクチ ン」注射試驗

「チフスワクチン」トシテハ北里研究所製造 ノ「チフスワクチン」第2號 ヲ使用シ各頭2.0cc宛 静豚内ニ注

射シ體温ノ變動ヲ關察セリ.共 ノ成績ハ第1表 及ビ第1圖 ニ示スガ如シ.

第1表　 「チフスワク チ ン」注射試驗
14/V, 1930
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2340 三谷 登,日 下連,原 田要一

第1圖　 「チフスワクチン」注射試驗

他 ノ實驗例ニ於テモ常ニ之等 ト略ボ同様 ノ成績 ヲ得タリ.此 成績ヲ觀 ルニ正常家免ニ於テハ注射後10分

ニシテ既ニ體温上昇 シバジメ1時 間乃至1時 間30分 ノ間ニ一時下降シ.後 再ビ上昇シテ約3時 間後最高ニ

達ス.次 イデ漸次下降 シ凡 ソ6乃 至7時 間後ニハ注射前ノ體温ニ復歸ス.網 状織内被細胞系ノ機能失調ヲ有

スル家兎ニ於テハ最初 ノ體温經過ハ大略對照家兎ノソレト一致 シ,且 發熱ノ程度モ對照例 トノ間ニ一定セ

ル變化ヲ認ムルコト能ハザ リシモ,體 温最高ニ達シテヨ リ後ハ著シク徐々ニ下降シ注射後10時 間ヲ經ルモ

尚ホ高温ヲ持續セリ.ノ ミナラズ試驗家兎Nr. 14ニ 於テハ 「チフスワクチン」注射後1時 間30分 乃至3時

間30分 ノ間二至 リ體温下降著明ニ起 リ,他 ノ2例 ニ比 シテ稍々異常ナル経過ヲトリ途ニ死亡セ リ.脾 臓剔

出ヲ行ヒシ動物ガ細菌感染ニ對スル抵抗力減退セルコトハMetsohnikoff86)氏 ガ初メテ之 ヲ指摘 シ,後 諸學

者ニヨリテ確認セラレシトコロナレ ドモ.本 死亡例ニ於テハ他例ニ於ケル傾向ガ特ニ強調サレタルモノト

モ推セラル.

第2節　 生大腸菌注射試驗

大腸菌ハ母乳營養兒 ノ糞便 ヨリ分離セルモノヲ用ヒ,其 ノ1Oseニ 生理的食鹽水2.0ccノ 割 合ニ加 ヘタル

生菌 ノ平等浮游液ヲ作 リ,各頭1.0cc宛 静脉内ニ注射セリ.從 ツテ各頭ニ生大腸菌1/2 Ore宛 注入セルコトト

ナル.此 實驗成績ノ1部 ハ第2表 及ビ第2圖 ニ示スガ如 シ.

第2表　 生 大 腸 菌 注 射 試 驗
24/V, 1930
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第2圖　 生 大 腸 菌 注 射 試 驗
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2342 三谷登,日 下連,原 田要一

此成績 ニ依レバ前節 ノ「チフスワクチン」注入試驗ニ比 シ雨家兎群 ノ間ニ一層顯著ナル差異ヲ來 セリ.即

チ正常家兎ニ於テハNr. 7ノ 如 ク僅ニ體温上昇ノ傾向ヲ示スモノアリ,或 ハ殆 ド上昇ヲ來スコトナクシテ寧

ロ體温下降ノ傾向ヲ示スモノアリ,又Nr. 9ノ 如キハ體温下降シテ注射後2時 間30分 ニハ2.2Cノ 低下ヲ來

シタルガ尚ホヨク同復 スルヲ得 タリ.然ルニ網状織内被細胞系ノ機態失調ヲ來セル塚兎ニ在 リテハ3例 中2

例 ハ著明ナル發熱ヲ現 シ,且體温上昇永ク持續セ リ. Nr. 23ハ 注射後漸衣體温下降 シテ終ニ死亡セリ,仍 チ

正常家兎 ニテハ温體下降スルモ尚ホ能 ク囘復 シ得ルニ反シテ.網 状織内被細胞系 ノ機能失調 ヲ有スル家兎

ニテハ抵抗力減弱セルタメカ終ニ死 ノ轉歸ヲトリタルナリ.

第3節　 「テル ミン」注射試驗

余 等 ハ 第1節 及 ビ第2節 ニ於 テ 「ワ ク チ ン」或 ハ生 菌 ヲ注 入 セ シ場 合網 状 織 内 被 細 胞 系 ノ機 能 状 態 如 何 ガ

發 熱 現 象 ニ大 ナ ル影 響 ヲ及 ボ ス モ ノナ ル コ トヲ知 レ リ.而 シテ同 様 ノ事 實 ガ カ カルKorpuskulare Elemente

ノ ミナ ラ ズ 尚 ホ 眞 正 溶液 注入 時 ニ於 テ モ 亦 證 明 シ得 ルヤ 否 ヤ ヲ探 求 ス ル ハ興 味 深 キ ヲ以 テ本 實 驗 ヲ企 テ タ

リ.

「テ ル ミ ン」ハ2.0-3.0%溶 液 トナ シ,初 メ「テ ル ミ ン」ヲ體pro kg0.01g宛 皮 下 注 射 ヲ行 ヒ タ ル ニ,第3

表 及 ビ第3圖 ニ示 ス ガ如 キ成 績 ヲ得 タ リ.

第3表　 「テル ミ ン」pro kg 0.019注 射 試 驗
28/V, 1930
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第3圖　 「テル ミン」pro ko 0.019注 射 試 驗

之ニ依 レバ正常家兎ニテ ハ1時 間以内ニ1度 下降次デ上昇スルモ一般ニ發熱著明ナラザルニ反シ,網 状

織内被細胞系 ノ機能失調ヲ來セル家兎 ニ於テハ各時期 ノ延長及ビ増強ヲ來 シ,殊 ニ最初 ノ上昇期ノ延長及

ビ増強 ノ著明ニナルノ觀ア リ.

次 ニ「テルミン」體重pro kg 0.03g宛 皮下注射ヲ行 ヒタルニ,其 ノ成績 ノ一部ハ第4表 及ビ第4圖 ニ示ス

ガ如シ.

第4表　 「テル ミ ン」pro kg 0.029注 射 試驗

2/X, 1930
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第4圖　 「テ ル ミン」pro kg 0.02g注 射 試驗

即チ正常家兎ニ於テハ前記小重注射ニ比シテ 注射直後一時多少體温 ノ下降ヲ來スモノ多 ク,次 デ上昇シ

テ凡 ソ2時 間乃至2時 間30分 後 最高ニ達 シ,後 漸次下降及 ビ上昇ヲ呈シ7乃 至8時 間後ニハ常温ニ復スル

モ,網 状織内被細胞系ノ機能失調 ヲ來セル家兎ニ在 リテハ 正常家兎ニ比 シ體體上昇徐々ニ起 リ約5乃 至6
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時間後最高ニ達シ,且 高温 ニ達スルモノ多 ク,注射後10時 間ヲ經ルモ依然 トシテ發熱状態ヲ持續セ リ.印 チ

小量注射時ニ既ニアリシ初期上昇 ノ延長及 ビ増強スルノ傾向ガ愈々顯著ニナルヲ見 ダリ.

第4章　 總 括 竝 ニ考 察

叙上ノ實驗成績 テ總括 スルニ「チフスワクチン」,生 大腸菌,「 テル ミン」等 ノ注射 テ行ヘバ綱

状織内被細胞系ノ機能失調 テ有 スル家兎ニ於 テハ正常家兎ニ現 ルル體温上昇 ノ變化 ノ度ハ増強

セラレ,又 其 ノ長ク持續スルテ見タリ.次 ニカカル現象ガ如何ナル成立機轉 ニ基因スルモノカ

ニ就テ柳 力考察 テ加ヘ ント欲 ス.

抑々網状織内被細胞系 ノ重要ナル機能 トシテ血行中ニ移入サルタル異物 テ攝取貪喰 シ以テ血

液 ヲ清浄ナラシムル作用アル コトハ既ニ古クヨリ知 ラレタル事實ナ リ(Aschoff,清 野氏等).而

シテSagl u. Donath17) 18)氏等ハ網状織内被細胞系 ノ機能失調時ニ於テハ單 ニKorpuskulare

 Elementsノ ミナラズ,眞 正溶液或ハ藥物等 ラ血行ニ注入 セシ場合 ニモ夫等 ノ物質ノ永ク血行

中ニ残留スルテ證明 セシガ,其 ノ後諸家 ノ多數ノ實驗成績モ総テコノ事實ニ左袒セリ(野 間19),

藤田15),伊藤及 ビ藏本20)氏等).從 ツテ余等 ノ實驗 ニ於テ「チフスワクチ ン」或ハ生大腸菌 テ静脉

内ニ注入 セシ場合 ニハ網状織内被細胞系 ノ機能失調 テ有 スル家兎ニ於テハ正常家兎ニ比 シ之等

ノ細菌及 ビ其 ノ毒素 ガ長ク血行中ニ存留 シ又 ハ其 ノ處理 ノ遲延 スベキハ明白ニシテ,夫 等 ノ所

謂發熱物質ノ作用ニヨリテ惹起 セラルル體温 上昇 ガ長ク持續 スルコ トハ當然ノ結果ナルべ シ.

尚ホ又我教室伊藤,藏 本爾氏 ノ實驗ニ徴 スルニ網状織内被細胞系 ノ機能失調時ニハ血行中ニ注

入 サ レタル異種蛋白(卵白)ハ血行中ニ長ク残存スルノミナラズ,又 組織中ニモ長 ク停滞スルモ

ノナルテ以テ,「 チフスワクチン」及 ビ生大腸菌テ静脉内ニ注入 セシ場合 ニ於テモ網状織内被細

胞系ノ機能失調時ニハ該細菌竝ニ其ノ毒素等 ガ長ク組織中ニ止 リ,從 ツテ組織細胞ノ破壊モ甚

ダ シク且延 引スベク,コ レ又發熱 テ來 シ易 ク且遷延 セシムルノ一因 ト思惟 シ得 ル ナ リ.

次 ニ「テル ミン」注射實驗ハ「テル ミン」ラ皮下ニ注射 セシタメ「チフスワクチン」或ハ生大腸菌

ノ静脉内注入實驗 トハ稍々其 ノ趣 テ異 ニスルモノナ リ.曩 ニ我教室藤田,植 村21)兩氏ハUranin

ヲ用 ヒテ血液組織 間物質交代現象 ト網状織 内被細胞系ノ官能 トニ關 シテ實驗的研究 ヲ行 ヒタル

ガ,兩 氏ノ成績ニ依 レバ網状織内被細胞系 ノ機能失調 ヲ來 セル家兎 ニ於テハUraninテ 皮下ニ

注射 スレバ正常家兎ニ比 シ静脉血中ニ迅速且著明ニ出現スルモノニシテ,其 ノ成因ニ關 シテハ

兩氏ハ次 ノ如ク考察 セリ.即 チ網状織内被細胞系ノ機能失調時ニ於テハ皮下ニ注入サレタル色

素 ノ吸收ハ恐 ラク徐々タルモ,血 液中ニ入 リシ色素ノ血管外消失ノ遙延セルタメ血液内ニ於テ

色素ノ一定濃度ニ達 スル時期ノ速 ナルモノナラント論述セ リ.兩 氏 ノ用 ヒシUraninハLipoid

溶性 ニシテ擴散度強烈,且 清野氏 ニヨレパ生體染色陰性ニシテ略ボ眞性溶液 ニ近キモノナルテ

以テ,「テル ミン」ヲ皮下 ニ注射 セシ場合モ之 ト同様ノ經過 テ トルモノ ト見做 シテ差支ナカルベ

シ.余 等ノ實驗ニ於 テ正常家兎 ニテハ「テルミン」ノ小量注射ハ發熱 テ著明 ニ起サザルニ拘 ラズ
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網状織内被細胞系 ノ機能失調 ヲ來 セル象兎ニ於 テハ發熱ヲ見タルハ,恐 ラク血液中ニ吸收サ レ

タル「テルミン」ノ血管外消失 ノ遲延セルコ トガ有力ナル一因タルべ シ.次 ニ「テル ミン」ヲ大量

注射 セシ場合ニハ正常家兎ノ方寧 ロ速 ニ温體上昇ヲ來 セルガ,此 場合ニハ「テル ミン」ヲ多量ニ

注射 セシ故正常家兎ニテモ血液内ノ「テル ミン」濃度一定度 ニ達 スベク,從 ツテ「テル ミン」ノ吸

收竝ニ血管外排泄速ニ行ハルル正常家兎ニ於 テ「テル ミン」ノ作用速ニ出現シ且早ク消失セルニ

ハ非ザルカ トモ考へ得べク,或 ハ「テルミン」ハ張烈ナル交感神經毒ニシテ温中樞 ノミナラズ又

交感神經 ヲ刺戟 シテ發熱 セシムルヲ以テ,網 状織 内被細胞系ノ機能失調時ニ於クル交感神經 ノ

態度 ニ其 ノ原因 ヲ求 ムベキニハ非ザルカ トモ思惟 シ得ルモ余等 ノ實驗ノミニテハ今遽ニ之ヲ斷

ズルコ ト能ハズ.次 ニ此際尚ホ考慮スべキハ注入サ レタル「テル ミン」自體 ノ運命ニ就テナ リ.

 Handel u. Rosenberg22),永 田23),三羽24),上村25)氏等ニ依 レバ網状織内被細胞系ハ體内ニ注

入サ レタル毒物ニ對 シテ有力 ナル解毒機能ヲ有 ス ト言フ.由 之觀是,余 等 ノ實驗ニ於テモ網状

織内被細胞系 ノ機能失調 テ來 セル家兎ニ於テハ注入サ レタル「テル ミン」ノ解毒機能不充分 ナル

ベク,コ レ又發熱 ヲ來 シ易ク且發熱状態永 ク持續 スルノ一因ヲナスモノナラン.

以上余等ハ主 トシテ注入物質自體ヲ中心 ニシ.テ考察 セシガ,尚 ホ網状織内被細胞系ハ體内新

陳代謝 ニ密接ナル關係 ヲ有スルモノナルヲ以テ此方面 ヨリモ尚ホ考按ヲ加 フベキ要 アリ.周 知

ノ如ク發熱時 ニ於テハ體内新陳 代謝バー般 ニ亢進セルモノナルガ,此 際網状織内被細胞系ノ機

能状態如何 ニ依 リテソレガ又質的或ハ量的ニ差異ヲ生ズべク,從 ツテ化學的温調節ニモ何等カ

ノ變調 ヲ來 スベキモノ ト想像 シ得ルモ,此 點ニ關 シテハ從來 ノ文獻ニ徴スルモ未ダ何等一定セ

ル實驗的根據 ヲ求 ムルコ ト能ハズ.然 レドモ,野 間19),岩崎26),石 島27)氏等ノ含水炭素,或 ハ

, Sagl u. Donath17) 18),藤 田15)氏等ノ水分及 ビ食鹽等 ニ關 スル新陳代謝實驗等ニヨレバ,網 状

織内被細胞系ハ機能朱調時ニ於テバカカル體内正常成分 ノ過剰ニ移入サレタル場合ニ再 ビ正常

状態ニ復歸 スルコ ト甚ダシク遲延 セルヲ見ル.由 之觀是,網 状織内被細胞系ハ砂ク トモ體内諸

物質交代現象 ニ一定ノ關係ヲ有 シ,而 モ速ニ正常状態 ニ復歸セシメントスルハ調節機構 ニ重大

ナル意義 ヲ有スルハ争 フべカラザル事實ニシテ,カ カル諸物質交代現象モ生體内一般新陳新代

謝 ノ部分現象ナルヲ思ヘバ恐 ラク網状織内被細胞系 バ一般新陳代謝 ガ異常ナル状態 ニ持來サ レ

タル場合迅速ニ之ヲ正常状態 ニ復歸セシムルニ與 ツテ重要ナル調節器官 ニハ非ザルカ.果 シテ

然 ラバ余等 ノ全實驗成績 ヲ通 ジテ發熱持續期間延長セルバカカル機能減弱 セルニ其 ノ一因ヲ求

ムベキナ リ.又 「テル ミン」ノ大量注射實驗 ニ於テ網状織内被細胞系 ノ機能失調時 ニ發熱 ノ徐々

ニ出現 シタルハ,「テル ミン」ノ交感紳經刺戟ニ因ル新陳代謝亢進現象 ガ正常時ノ如ク速 ニ行ハ

レ得ズ シテ緩徐 ニ起 リタルモノトモ解 シ得 べシ.又 網状織内被細胞系 ト甲状腺 トノ關係 テ想ヘ

バ(綱 島28)氏等)網 状織内被細胞 ノ機能失調時ニFieberfahigkeitニ 變調アルベキハコノ方面

ヨリモ首肯 セラル.

要之,網 状織内被細胞系 ノ機能失調時ニ於 テハ,諸 種發熱操作 ニヨリテ體温上昇ヲ來 シ易ク
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(Fieberbereitschaft),且 一度發熱 スレバ長ク高温状態テ持續スルテ見ル.從 來發熱ノ種々ナル

型 テ呈 スルハ唯漠然 卜或 ハ病原菌 ノ性質,或 ハ個人 ノ體質的要約,就 中神經系統ノ亢奮性及 ビ

内分泌腺 ノ機能状態如何等ニ歸因スべキモノナラント想像セラレタル ニ止 リタルガ,余 等ノ實

驗 ハ此不明ナル發熱機構 ニ向 ヒー新 見地テ提供 シ得タルモノニシテ,將 來發熱ノ療法等ニ際 シ

テハ網状織内被細胞系ノ機能状態 テモ一應考慮 スペキ必要 アルモノ ト信ズ.

第5章　 結 論

余等 ハ家 兎ニ就 テ脾臓 剔出竝 ニElectrargol注 入 ニヨ リテ網状織 内 被細胞系 ノ機能 失調 ヲ來

サ シメ,「 チ フスワク チン」,生 大 腸菌 及 ビ「テル ミ ン」等 ヲ注 入 シテ其 ノ發熱状態 ニ就 キ觀 察 セ

リ.其 ノ成績 ニヨ レバ網状織 内被細胞 系 ノ機 能失調 ヲ來 セル家兎 ニ於 テハ正常家 兎 ニ比 シ之等

諸物 質 ノ注 入ニ ヨ リテ發熱 シ易ク(Fieberbereitschaft),且 發 熱持續 期間延長 スル ヲ認 メタ リ.

此 實驗 成績 ハ未 ダ暗 冥 ノ域 テ脱 シ得 ザル發熱機構 ノ關明 ニ向テ ヒ一新領 域 テ開拓 シ得 タル モノ

ト信 ズ.

終 ニ臨 ミ懇篤ナル御指導 ト御校閲ノ勢.ヲ恭 フセル恩師柿沼教授 ニ満腔 ノ謝意ヲ表ス.
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Uber den Einfluss des Retikuloendothelialsystems auf das Fieber.

Von

Dr. med. Noboru Mitani, Muraji Kusaka u. Yoichi Harada.
Aus der med. Universitatsklinik von Prof. Dr. K. Kakinuma, Okayama.

Eingegangen am 30. April 1931.

Daraus, dass das Retikulondothelialsystem einerseits als ein Speicherapparat geben 

die in den Korper eingefuhrten Fremdkorper, andererseits aller Wabrscheinlichkeit als 

ein Regulationsapparat des intermediaren Stoffwechsels anzusehen ist, kann man ohne 

weiteres schliessen, dass das Retikulondothelialsystem auf das Fieber einen bestimmten 

Einfluss ausubt. Um diese Frage experimentell zu losen, untersuchten wir sie an 

Kaninchen.

Die Versuchstiere wurden durch Entmilzung und nachfolgenden Electrargol

injektionen in einen gestorten Funktionszustand des Retikulondothelialsystems versetzt, 

worauf man sie unter Verabreicbung der verschiedenen fiebererzeugenden Mittel, wie 

Typhusvakzin, Colibazillen und Tetrahydro-ƒÀ-Naphtbylamin fiebern liess. In alien 

Versucben liess sich bei den Versuchstieren eine hohere und langer danrnde Temperatur 

als bei den normalen Tieren naehweisen.

Aus diesen Ergebnissen kann geschlossen werden, dass die Funktionsstorung des 

Retikulondothelialsystems den Organismus in eine Fieberbereitschaft versetzt. Diese 

Kenntnis konnte fur die Losung der noch dunklen Entstehungsweise der verschieden

artigen Fiebertypen einen neuen Aufschluss geben. (Autoreferat)
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